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 （9）      ABIC＝2Σ｛m■n m↓／元止十（Nrn三）1n（Nrm正）／（州一元）｝
             十広瓜∫■ユD∫β、一n1凪∫■ユD∫1
             ＋1nl〃r1ル十凪S‘1D∫1
となる．ここで，Dγ＝D、一（1’γ■11）一1117－1D、，γ＝diag｛．．．，N正／π（Nr”），．．．｝．
 数量型コウホートモデルの場合，
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 （！0）   ABIC；ム1n62－21n l G l－1n l D；S－1D∫1＋1n l D㌻π’1D〃十DらS■1D∫1
          1とたる・ここで・62＝ﾑ｛（ツーDβ岬一’（ツ．Dβ）十β凪S－D1β・｝・D・＝D・■（1W一’1）■1
・11’W－ID。である．
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セメントロータリキルンの統計的制御
システム綜合開発（株）八木原形股
 1．何が問題だったか
 セメント焼成工程は原料の流れ方向の順に，①予熱，仮焼反応を受け持つSPタワー，②
焼成反応を主体とするロータリキルン及び，③クリンカ（セメント半製品）を空冷するクリン
カ・クーラの3つの工程から成る一種の向流型熱交換機である．各工程が安定しているときは，
各々の独立性が顕著で，各工程単独で制御していても何ら問題はたいが，一旦系が乱れると相
互干渉が発生し，図1に示したようだ20～25分周期のハンチング現象を起す．この現象は系内
に存在する装置上のfeedback1oopによるもので，完全なる遅れ振動として把えることが出来
るが，図5に示したように従来の1入力1出力の定値制御ではこれを安定にするのは困難であ
る．図1のようだハンチングが突如として起るため（何らかの原因はあるはずだが），オペレー
